
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も，美術部の皆さんが「ぬくフェス・ポスター」を 

描いてくれました。 

 美術部の皆さん，ありがとうございました。 

 作品は，職員玄関前に掲げられていますので，ぜひ直接， 

目にしてください。 

 どの作品にも，「神戸中生徒としての土台となる“人権 

尊重”」の思いが表現されています。 

 神戸中生徒として“お互いの良さに目を向け，違いを認め合う心”を持ち，“いじめ・

差別を許さない・見過ごさない”姿勢と，“一言の重みを考える”態度を，日々の生活

の中で示し，誰もが“楽しく，安心して生活できる学校”をみんなの力で創り上げてい

かなければならないと思います。 

「ぬくフェス“缶バッジ”」も，近日中に皆さんに紹介されますので，ぜひ協力して

ください。 

神戸中通信 
〒513-0038 鈴鹿市十宮町 1335  TEL 059-382-0305 高岡山中央公園から鈴鹿市役所を望む 

今回の「神戸中通信」は，「ぬくフェス・ポスターに人権尊重の思い 

を込める」「仲間とのつながりを深める２学期に」「芸術の秋への吉報」 

についてお伝えします。 

“ぬくフェス・ポスター”に人権尊重の思いを込める！ 
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【神戸中 HP「QR コード」】 



  

  

１学期の終業式に全校生徒に実施したアンケート調査の結果の一部を紹介します。 

質問項目 神戸中(%) 鈴鹿市(%) 

クラスでは，安心して学ぶことができる 86.5 90.3 

クラスの仲間は，わたしのよいところやがんばりを認めてくれる 83.5 85.1 

授業でわからないことを，友だちに聞くことができる 88.5 90.9 

クラスでは，人に対する思いやりが大切にされている 85.7 89.2 

人が困っているときは，進んで助けている 92.1 89.8 

学校の規則を守っている 94.8 95.7 

授業中，進んで発言したり，考えを発表したりしている 66.5 57.3 

アンケートの結果は，ある一面をとらえたものではありますが，全体の傾向を把握

したり，改善点に着目したりするなどには，意味あるものと思います。 

 ２学期の始業式で“知人から友人へ，そして仲間に”といった話をしました。 

お互いの関係性を深めるため，たとえば“誰もが安心して学ぶことができる”よう

にするには，どんなことを心がける必要があるでしょうか。 

 仲間のよいところやがんばりへの“温かい一言”が，言葉として届けられているで

しょうか。 
 神戸中学校として大切にしてきた“ぬくたいフェスタ”の“ぬくたい”には，“温か

さ・優しさ”といった“人としての心の在り様”が込められていると思います。 

 また，“ぬくたい”といった“ほわっ”とした言い回しには，お互いの失敗を“包み

込み，許し合えるような関係性”が表現されていると思います。 

“仲間とのつながりを深める”日々を重ね，ポイントUPを目指して欲しいと思います。 

  

  

 

 夏休みなどに作成した作品の展示会の案内やコンクール 

での結果が届く季節となりました。 

 ９月を迎え，これまでに届けられた吉報を紹介します。 

【令和３年度交通安全図画ポスター・中学生の部】 
  鈴鹿市長賞：加藤萌亜（１年） 

＊右：9/17伊勢新聞掲載画像 

  鈴鹿市議会議長賞：加藤麻央（３年） 

  佳作：村木玲美乃（３年），江崎敦哉（２年） 

  入選：牛田愛望（３年），山田蒼來（１年） 

【椿大神社競書写生大会・競書の部】 
  金賞：大谷希星（３年）, 銀賞：谷口愛加（２年） 
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“仲間とのつながりを深める”２学期に！ 

“芸術の秋”への吉報！ 


